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SQUID-NMRは縦磁化を直接観測すること,及び,同調回路を持たないことから,制限

された空間内における非指数関数的緩和や,縦緩和時間Tlの周波数変化を含む本研究に適 し

ている｡

制限された空間内においては3Heは,表面に非常に強い力で吸着 した吸着層と,それ以外の

バルク部分に分けられる｡ そこにおける縦緩和機構はまだ解明されていないが,本研究では吸

着層とバルク部分とをあわせた全体としての緩和である,という視点で液体の緩和の説明を試

みる.磁化のZ成分Mz,及び,Tlの温度依存性,そして,Tl の周波数依存性は次の式で表

わされることが実験的にわかっている｡

Mz- lfC/T+(1-I)CJ/TF*]H.

1/Tl∝1/〔1十(1/i-1)T/TF林〕

1/Tl∝1/a,o

C:キューリー定数,I:吸着層にある原子数の比,TF*:フェルミ温度
Mzはキューリー ･ワイス則に従う吸着層と,フェルミ縮退を起こすバルク部分 との寄与で

表わされる｡ 7'1の温度依存性は,Vrlが全滞在時間に対する吸着層の滞在時間に比例するこ

とで説明ができる｡ 但し,バルク部分はフェルミ縮退するために実効的な滞在時間は短くなる｡

Tlの周波数依存性は,相関時間 TCに9(Tc)-1/Tcの分布を持たせることで,巾広い周波数

範囲で(3)式が説明できる｡

またこのほかに,細孔内での融解曲線の極小やフェルミ温度の低下も観測された｡

8. フェルミ液体論に基づくホール係数の計算

河 野 浩

d電子或はf電子をもつ原子より成る系は,電子間相互作用の無視できない多体問題の典型

例として,従来より興味を集めてきた｡特に最近では,重い電子系 (士電子系 ),酸化物高温

超伝導体 (d電子系 )が注目を集めている｡

本論文では,このような多体的相互作用の無視できない系に於けるホール伝導度の一般的な
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表式を,フェルミ液体論に基づいて導出するo磁場中の電気伝導度 ox,に対するKubo for一/ 2)
mulaを出発点とし,Fukuyamaetal･1)に沿って磁場に比例する項を拾い集め,Eliashberg′

に従って解析接続を行 うOこの際,準粒子の減衰定数 γpに関して, 最も特異的な(即ち,γp

-0とした時に最も強く発散する様な)項のみを集めるという,フェルミ液体的括像に基づい

た近似がなされる｡

最終的に次の表式が得られる:

ox,- e73HJ器 〔Jx*% *一諾

f:フェルミ分布函数

E(p):準粒子の分散

Jy*,ux* 毒 (一藍 )e=Eb,

･一旦塑 :準粒子の速度
up- ∂pp

up*′

Jp*-up*十J器 a2322(P,P,)石 す

ここで322は(有限温度に於ける)effectiveな vertexfunctionで,最終式第二項は準粒

子間の相互作用によるvertex補正を表す0322とγpはWardidentityにより互いにcon-

sistentに決められるべきものである｡これは,物理的にはカレントの保存に対応し,特に輸

送係数の場合には,破ることは許されない｡

References

1) H.Fukuyama,H.EbisawaandY.Wada:Prog.TheoroPhys.42(1969)494.
/

2) G.M.Eliashberg :Soy.Phys.JETP 14(1962)886.

9.位相乱流のeffectivedynamics

佐 々 真 一

熱平衡系以外の集団の統計力学的性質について,位相乱流を題材にして調べる｡特に,平衡

状態にある系に外力を加えた時の応答などの非平衡問題に焦点をあてる｡
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